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理研ＲＡＬ支所のミュオン施設では世界最高瞬時強度の正または負のミュオン

ビームが利用できる。４つある実験ポートには、それぞれ特色ある実験装置が置か

れており、１）ミュオン触媒核融合研究、２）稀少ミュオン原子生成、３）ミュオ

ンスピンをプローブとした物性研究（μＳＲ）、４）超低速ミュオンビームの生成、

が進行中である。

講演ではミュオンの基本的性質、施設の紹介から始めて、各実験の目標、最近の

進展をなるべく平易に述べる予定である。


